
子どもたちが「やまべのつかみどり」(あきあじまつりから)

萌える海と大地。さわやか交流郷

頭・頭・頭・頭……たくさんの人が集まつ

た し`べつあきあじまつり、9月43日・晴天

に恵まれ標津サーモンパークはおもしろ

ランド。やまべのつかみどり(写真)では

子どもたちが大はじゃぎ。やまべを求め

て子どもたちの手はみんな水の中、しま

いには保になつてやまべと奮闘してました。

4992い 1軌号剛8直



ム
苑標

標
津
町
で
は
、

昭
和
六
十

一
年
度
か
ら
町
民
の
保
健

・

医
療

・
福
祉
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
中
ｂ
と
な
る
施
設
整
備

を
目
指
し
て

「
標
津
町
健
康
と
福
祉
の
村
」
づ
く
り
を
計

画
し
、

今
回
ま
で
施
設
整
備
に
向
け
温
泉
ボ
ー
リ
ン
グ
を

は
じ
め
と
し
て
、

跡
要
な
い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
実
施
し
て

き
て
お
り
ま
す
。

今
、

こ
の
健
康
と
福
祉
の
村
の
核
と
な
る
施
設
の

一
つ

で
あ
り
ま
す
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
標
津
は
ま
な
す
宛
が

来
年
四
月

一
日
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て
建
設
工
事
が
す
す

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
か
ら
、

こ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
標
津
は
ま
な

す
苑
の
施
設
に
つ
い
て
ご
案
内
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ム
と
は

②

老
人
憩

の
家

⑥

老
人
休

養

ホ
ー

ム

と

い

っ
た
も

の
が
あ

り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム
は
、

入
所

利
用

の
た
め

の
施

設
と

い
う

こ
と

に

な

り
ま
す

が
、

標
津

は
ま
な
す
苑

に

は
、

通
所
利

用

の
た
め

の
老
人

デ
イ

サ
ー
ビ

ス
セ

ン
タ
ー

が
併

設
さ
れ

て

お
り
、

入
所
利
用
と
通
所
利
用

の
両

機
能
を
備
え

て
お
り
、

市
広
く
利
用

し

て

い
た
だ
く

こ
と

が
で
き
る
よ
う

に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

腺

謎

総

騨

躙

翻

吻

詢

し

▽
施
設

の
名
称

特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム

・
在
宅
老

人

デ
イ

・
サ
ー
ビ

ス
セ

ン
タ
ー

標
津

は
ま
な
す
苑

▲
建
設
工
事
が
進
む
現
易
　
く
〕

一
一、
〇
五
五
、

○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
　
　
　
入
浴
装
置

デ
イ
・サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　
　
車
イ
ス
入
浴
装
置

一二
全
一、
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル
　
　
○
準

備

室
　
一
室

特

別
養
護

老
人 …
、

―．
ぷ

は
ヽ

老
人

福

祉
法

（昭
和

三
十
八
年
法
律

一
三

二
号
）

に
基

づ
き
設
置
さ
れ
る
老
人

福
祉
施
設

の

一
つ
で
す
。

老
人
福
祉
施
設

に
は
、

利
用
者

の

状
況
等

に
応

じ

て
入
所
し

て
利

用
す

る
施
設
と
、

通
所
し

て
利
用
す

る
施

設

が
あ

り
ま
す
。

入
所
利
用

の
施

設
と
し

て
は
、

①
特
別
養
護
老
人

ホ
ー

ム

②

老
人
短
期
保
護
施
設

③
養
護
老
人
ホ
ー
ム

④

軽
費
老
人
ホ
ー

ム

（
Ａ
型
、

Ｂ
型
、

ケ
ア

ハ
ウ

ス
）

が
あ

り
ま
す
。

通
所
利

用

の
施
設
と
し

て
は
、

⑤

老
人

デ
イ

サ
ー
ビ

ス
セ

ン
タ
ー

⑥
老
人
福
祉

セ

ン
タ
ー

▽
経
営
主
体

社
会
福
祉
法
人
　
標
津
福
社
会

▽
所

在

地

標
津
町
字
標
津

一
三
三
〇
番
地
八

一
〓
一　
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
に

隣
接
し
て
お
り
ま
す
。

▽
建
物
の
構
造

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

一
階
建

▽
建
物
の
面
積

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

総
面
積

一
一、
四

一
七
、

一
三
ハ
平
方
メ
ー
ト
ル

▽
暖
房
設
備

各
　
　
室
　
パ
ネ
ル
式
温
水
暖
房

共
用
部
分
　
温
水
式
床
暖
房

暖
一房
に
は
、

平
成
元
年
度
に
掘

削
し
ま
し
た
温
泉
熱
を
利
用
し

ま
す
。

▽
消
防
設
備

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
、

火
災
報
知
機

▽
生
活
設
備

▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
設
備
▲

―
居
室
構
成
―

ｏ
個
　
室
　
四
室
　
一
〓
不
八

一
ぱ

〇
二
人
室
　
七
室
　
一
〓
千
六

一
ぱ

（
一
人
当
　
一
一
二
二
一
ぱ
）

ｏ
四
人
室
　
八
室
　
一二
↑
八
七
ぱ

往

Ｊ
稗

ユ十

二
二
ぱ
）

ｏ
短
期
保
護
室

三
人
室
　
一
室
　
一
一九
・四
〇
ぱ

四
人
室
　
一
室
　
一二
九
上
二
七
ぱ

各
居
室
に
は
、

車
イ
ス
で
利
用

で
き
る
洗
面
設
備
が
設
け
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

―
浴
　
　
室
―

〇
一
般
浴
室

ｏ
脱

衣

室

ｏ
特
別
浴
室

一　
ム
ロ

一　
ム
ロ

一
般
浴
室
は
、

温
泉
入
浴
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
そ
の
他
の
設
備

食
堂
、

厨
房
、

食
品
庫
、

宿
直

室
、

事
務
室
、

面
接
室
、

理
容
室
、

塵
介
処
理
室
、

倉
庫
、

洗
濯
乾
燥

室
、
リ
ネ
ン
室
、

車
椅
子
置
場
、

洗
面
コ
ー
ナ
ー
、

医
務
室
、

看
護

婦
室
、

静
養
室
、

便
所
、

介
護
材

料
室
、

寮
母
室
、

休
息
室
、

私
物

保
管
庫
、

デ
イ
ル
ー
ム
、

機
能
回

復
訓
練
室
、

ボ
イ
ラ
ー
室
い
発
電

気
室

▼
在
宅
老
人
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
設
備
▲

日
常
動
作
訓
練
室
、

デ
イ
・
ル
ー
ム
、

休
息
室
、

相
談
室
、

介
護
者
教
育
室
、

便
所
、

玄
関
、

食
堂
、

事
務
室
、

厨

特
別
養

室 室 室



1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

居室 4人

居室 2人

居室 1人

和室
ショー トステイ居室

便所

医務室

看護婦室

静養室

介護材料室

寮母室

食堂 デイ・ルーム

理容室

便所

私物保管庫
浴室(温泉)
特別浴室

脱衣室
DS玄 関

便所
洗濯室
リネン室
日常動作訓練室デイリレーム

休息室

介護実習室

相談室
DS食 堂

事務室

面接室

玄関

調理室

電気室
ボイラー室

房
、

浴
室

な
お
、

厨
房

・
浴
室
に
つ
い
て
は

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と
の
共
用
設

備
に
な
り
ま
す
。

ｏ
利
用
定
員

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
五
〇
名

次回は利用の
ご案内をしま軌

町役場内

社会福祉法人標津福祉会事務局
T E L 2 - 2 1 3 4 (内 線 135 )

短

期

保

護

　

　

　

　

κ
じ

　
や

Ｉ

ｒ

デ
イ

・
サ

ー

ビ

ス
セ

ン
タ

ー

一
日
当

り

二

〇

名

▼
建
設
費
▲

ｏ
建

物

本

体

工
事

費

六
億

六
千
八
百
七
三
七
千
円

ｏ
暖
房
設
備
費五

千
五
百
五

七
六
千
円

○
ス
プ

リ

ン
ク
ラ
ー
設
備
費

二
千
七
百
三
八

一
千
円

）

ｏ
備
品
整
備
費
　
　
　
　
　
　
・

五
千
九
百
七
四
〇
千
円

ｏ
設
計
管
理
費

三
千
三
四

一
千
円

ｏ
合
計
　
八
億
四
千
百
七
七
五
千
円

〇
建
設
費
の
財
涼
内
訳
　
　
　
　
”

○
日
本
小
型
自
動
車
振
興
会
補
助
金

二
億
九
千
三
百
三
〇
千
円

ｏ
標
津
町
補
助
金

二
億
五
千
四
百
七
四
五
千
円

ｏ
社
会
福
祉
医
療
事
業
団
借
入
金

二
億
九
千
四
百
○
○
○
千
円

ｏ
合
計
　
八
億
四
千
百
七
七
工
千
円



モン科ギ輸誰欄
〃
姉

ダのキヤビ殊 化場

結‐ぶ

昨
年

九

月
十

五

日

に

オ

ー
プ

ン

し

た
標

津

サ

ー

モ

ン
科

　

崎
昌

一
定

海
道
大
学
教
彗

ｏ
藤
本

学

館

と

カ

ナ
ダ

の
キ

ャ
ピ

ラ

ノ

ふ
化

場

と
が

姉

妹
館

と

し

　

靖
容

社
省
尋

皇

晶

栄

頁
農
善

て
今
後
の
友
好

。
協
力

・
提
携
に
関
す
る
声
明
文
に
両
者

　

ｏ
水
本
勘
一
団
体
響
尋
ｏ
大
西
英

署
名
を
し
本
年
九
月
十
五
日
に
調
印
式
を
行
い
ま
し
た
。　
　
之
慣
善

ｏ
佐
々
本
武
添
乗
昌

広
銅
軸
勲
球
誤
雛
鋤
っ

強
嚇
陸
雛
朧
れ
ガ
党
拘
距
梗
側
雑
Ａ
癒
調
鋼
鍋
村
舗
隅
酬
酬
閥
饗

マ
と
の
友
好
を
深
め
、

漁
業
管
理
や
漁
業
開
発
計
画
に
対
一　
度
標
津
町
海
外
派
遣
研
修
事
業
の
参

し、
て
も
相
互
に
利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
ユ

加
者
と
し
て
出
席
し
ま
し
た
。
こ
の

調
印
式

に
は
日
本
側

か
ら
十
人
、

カ
ナ
ダ
側

か
ら
十
七
人

の
方

々
の
参

加

で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者

は

次

の
と
お
り

で
す
。

▼
日
本
側

（敬
称
略
）

ｏ
山

口
利
昭

（標
津
町
助
役

）
ｏ
原

田

昭

（標
津

サ
ー

モ
ン
科
学
館

々
長
）
ｏ

荒

谷
良
治

（標
津

町
議
会
議

長
）
ｏ
笹

木
道
雄

（標
】

り
議
会
副
議

長
）
ｏ
吉

／徹
悔
隈
騨
悔鳩
確
端

▼
カ
ナ
ダ
側

（敬
称
略
）

ｏ
デ
イ
ビ
ッ
ト
・グ
リ
ッ
ク
ス
（カ
ナ

ダ
政
府
漁
業
海
洋
省
サ
ケ
増
殖
委
員

会
委
員
長
）
ｏ
サ
ン
ダ
ー
・
コ
ッ
ク
ス

（同
主
任
研
究
員
）
ｏ
カ
ム
ロ
ン
・
ウ

エ
ス
ト
（同
フ
レ
ザ
ー
川
、

北
ブ
リ
ッ

テ
ッ
シ
ュ
、　

コ
ロ
ン
ビ
ア
地
区
担
当

主
任
）
ｏ
ハ
ン
ガ
ー
・
フ
ォ
ー
ト

（大

平
洋
サ
ケ
財
団
委
員
長
）
ｏ
ジ
ョ
ン
・

デ
イ
ビ
ス
（同
専
務
理
事
）
ｏ
ジ
ム

・

マ
レ
ー
（同
理
事
）
ｏ
他
漁
業
海
洋
省

関
係
者

調
印
さ
れ
た
声
明
文
の
内
容
は
左

の
囲
み
に
あ
る
と
お
り
で
す
。

姉
妹
館
を
結

ん
だ
後

の
取

り
組

み

と
し

て
、

標
津
町

で
は
次

の
事
業
を

予
定

し

て

い
ま
す
。

こ
れ

ら

の
事
業

か
ら
両
館

や
住
民

の
交
流

が
深
ま

り
、

ま
す

ま
す
友
好

署
名
及
び
立
台
人
署
名
が

行
な
わ
れ
ま
し
た

姉
妹
館

の
き

っ
か
け
は
、

昨
年

の

標
津

サ
ー

モ
ン
パ
ー
ク
オ
ー
プ

ン
記

念
事
業

で
行
な

っ
た
地
域

づ
く

リ

フ

ォ
ー

ラ
ム
に
よ

る

″
し

べ

つ
サ

ケ
シ

ン
ポ

ジ

ュ
ー

ム
ク

の
講
師

デ
ィ
ビ

ッ

ト

・
グ
リ

ッ
ク

ス
氏

（
カ
ナ
ダ
政
府
漁

業
海
洋
省
サ
ケ
増
殖
委
員
会
委
員
長
）

を
招

い
て

の
記
念
講
演

か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

グ
リ

ッ
ク

ス
氏
ら

一
行

は
オ
ー
プ

ン
し
た
サ
ー

モ
ン
パ
ー
ク

の
施
設
や

環
境
を
見

て
感
動

し
た
様

子

で
、

非

常

に
興
味
を
示
し
帰
国
し
ま
し
た
。

本
年

二
月

に
キ

ャ
ピ

ラ
ノ
ふ
化
場

よ

り
正
式

に
姉
妹
館

と
し

て
今
後

の

お
付
き
合

い
を

し
た

い
旨
文
書

で
通

知

が
あ

り
ま
し
た
。

そ
れ
を
受

け
条
件
整
備

を
す

る
申

で
、

今
後

の
事
業

の
展
開

に
有
意
義

な
こ
と
と
国
際
交
流
と
い
う
時
代
の

す
う
勢
に
合
致
し
た
点
で
も
あ
り
、

本
年
二
月
に
姉
妹
館
と
し
て
交
流
す

る
こ
と
で
返
事
を
し
作
業
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク

一
周
年
を

記
念
し
て
九
月
十
五
日
に
カ
ナ
ダ
国

ブ
リ
テ
イ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
州

ヴ
ァ
ン
ク
ー
ブ
ァ
ー
市
の
キ
ャ
ピ
ラ

ノ
ふ
化
場
特
設
会
場
で
、

両
館
の
姉

妹
館
調
印
式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

サインをする原日館長とウエスト氏サインをする山□動役とグリックス氏



く
キ
ャ
ピ
ラ
ノ
ふ
化
場
―

写
真
中
央
か
ら
建
物
へ
魚
道
が
引
か
れ

　

）
る
。

協
力
の
輪
が
広
が
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

①
標
津
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
の
全
体
オ

ー
プ
ン
に
合
せ
て
カ
ナ
グ
か
ら
二
名

の
関
係
者
を
招
待
。

②
Ｓ
Ｅ
Ｐ

（カ
ナ
ダ
政
府
漁
業
海
洋

省
）
職
員
の
本
町
で
の
研
修
の
受
け

入
れ
。

③
Ｓ
Ｅ
Ｐ
受
け
入
れ
の
も
と
、

町
職

『貝研
修
と
し
て
）ブ
リ
テ
イ
ツ
シ
ェ・

コ
ロ
ン
ビ
ア
州
に
町
職
員
派
遣
。

④
地
域
住
民
及
び
関
係
者
の
相
互
訪

間
を
支
援
す
る
。

⑤
学
校
に
お
け
る
サ
ケ
学
習
お
よ
び

子
ど
も
た
ち
の
サ
ケ
を
通
じ
て
の
交

流
を
支
援
す
る
。

⑥
展
示
物

・
出
版
物
の
相
互
交
換
。

②
キ
ャ
ピ
ラ
ノ
ふ
化
場
を
紹
介
す
る

企
画
展
の
開
催
。

③
記
念
碑
建
立
チ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
０

③
サ
ケ
科
魚
類
の
科
学
的
調
査
研
修

活
動
や
生
物
学
的
、

生
態
学
的
、

社

会
的
な
ら
び
に
漁
業
面
の
重
要
性
な

ど

一
般
人
に
理
解
さ
せ
る
た
め
の
教

育
活
動
、

ま
た
は
自
然
環
境
、

社
会

教
育
等
に
関
す
る
学
習
活
動
を
す
る

た
め
の
こ
れ
ら
情
報
交
換
。

キ
ャ
ピ
ラ
ノ
ふ
化
場
と
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館
と
の

間
に
お
け
る
友
好
・協
力
・提
携
に
関
す
る
声
明

カ
ナ
ダ
連
邦
政
府
サ
ケ
増
殖
委
員

会
と
日
本
国
標
津
サ
ト
モ
ン
科
学
館

は
、

永
続
的
友
好
関
係
及
び
相
互
に

有
益
な
技
術

・
文
化
交
流
を
促
進
す

る
こ
と
を
共
に
念
願
し
て
、

友
好
・

協
力

・
提
携
に
関
す
る
声
明
を
変
わ

す
こ
と
に
正
式
に
同
意
す
る
。

こ
の
声
明
の
目
的
は
、

キ
ャ
ピ
ラ

ノ
ふ
化
場
と
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館

と
の
間
の
姉
妹
提
携
を
確
認
す
る
こ

と
に
あ
る
。

こ
の
提
携
の
も
と
に
、

両
施
設
は
相
互
理
解
を
発
展
さ
せ
、

深
め
、

共
通
の
利
益
を
推
し
進
め
る

た
め
に
、

サ
ケ
に
関
す
る
技
術
的
及

び
文
化
的
情
報
の
交
換
、

及
び
サ
ケ

に
関
す
る
管
理
・
生
産

・
教
育
に
携

わ
る
人
々
の
交
流
を
行
な
う
。

．
キ
ャ
ピ
ラ
ノ
ふ
化
場
は
、

カ
ナ
グ

国
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア

川

ヴ

ア‐
ン
ク‐
ト
ヴ

チ
ト
市

に
位
置
し

れ
ナ
ガ
連
邦
政
府
漁
業
海
洋

省

の
サ

舛
咽
殖
委

員

会

鳴
良

塊
呂
賢
ま
れ

てモ

十ぃ
る
。　

一
九

‐九

ｉ↓
鋼
日

剛
設

ヨ
対
川

年
を
祝

っ
た

こ
の
施
設
は
、

ギ

ン
ザ

ケ
、　

マ
ス
ノ

ス
ケ
を
増
殖
す

る
と
英

に
、

観
光
客

に
も
人
気

の
場
所

で
あ

る
。

合

わ

せ
て
、

ヴ

ァ
ン
ク
ー
ヴ

ァ

ー
地
域

の
ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
及

び
教
育

計
画
を
援
助
し

て

い
る
。

ま

た
、

敷

地
内

で
は
ブ
リ
テ

ィ

ッ
シ

ュ

・
コ

ロ

ン
ビ

ア
州

で
サ
ケ
増
殖
及

び
生
息

環

境
改
善
を
支
援
し

て

い
る
民
間
組
織

大
平
洋

サ

ケ
財
団

が
ギ

フ
ト

シ

ョ
ッ

プ
を
運
営

し
て

い
る
。

標
津

サ
ー

モ

ン
科
学
館

は

日
本

国

北
海
道

に
位
置
し
、

標
津

サ
ー

モ

ン

パ
ー
ク
整
備
事
業

の

一
環
と
し

て
建

設
さ
れ
、

サ
ケ
科
魚
類

の
展
示
を
通

じ
て
サ
ケ
文
化
の
伝
承
、

自
然
保
護

資
源
保
護
意
識
の
啓
家
、

教
育
の
場

の
提
供
及
び
観
光
分
野
へ
の
展
開
に

対
応
す
る
先
進
的
な
施
設
で
あ
る
。

大
平
洋
を
次
ん
で
対
岸
に
位
置
す

る
両
施
設
は
共
に
サ
ケ
資
源
を
保
護

し
、

そ
の
重
要
性
を
広
く
啓
蒙
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
提

携
が
カ
ナ
ダ
と
日
本
の
人
々
と
の
友

好
の
絆
を
強
め
、

か
つ
協
力
関
係
が

漁
業
管
理
及
び
漁
業
開
発
計
画
に
対

し
、

相
互
に
利
益
を
も
た
ら
す
も
の

で
あ
る
こ
と
を
私
達
は
確
信
す
る
。

こ
の
証
し
と
し
て
、　

一
九
九
二
年

九
月
十
五
日
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ

ロ
ン
ビ
ア
州
ヴ
ァ
ン
ク
ー
ヴ
ァ
ー
市

に
お
い
て
こ
の
声
明
に
署
名
す
る
。
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オ
ー
ル
ジ
ャ

サ
ー
モ
ン
ダ

綴
騨
チ
響
協
崩
ギ
ケ
ゾ
額
科
窮
か
い
で
ね
れ
て
ま
ず

α

過去最高の釣果、釣り人も顔がほころばしげ。

根
室
海
峡
の
標
津
沖
で
八
月
三
十

日

・
三
十

一
日
の
三
日
間
で
行
な
わ

れ
た
第
五
ロ
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
サ
ー

モ
ン
ダ
ー
ビ
ｌ
ｉｎ
標
津
切
。

両
国
と
も
快
晴
に
恵
ま
れ
、

過
去

最
高
の
鏡
璃

全
百
間
の
（口
計
四
五

六
尾
）
が
出
る
な
ど
盛
り
上
が
っ
た

大
会
と
な
り
ま
し
た
。

二
日
間
快
晴

・
無
風
の
中
で
行
な

わ
れ
た
ダ
ー
ビ
ー
。

早
朝
四
時
三
十
分
、

十
二
隻
の
釣

船
が
一
斉
に
標
津
港
を
出
港
し
た
。

初
日
の
釣
果
は
参
加
者
百
六
人
で

百
十

一
尾
、
リ
ミ
ッ
ト
の
五
尾
を
キ

ー
プ
し
た
釣
り
人

〓
人
。

二
日
目
は

参
加
者
九
十
六
人
で
三
四
五
尾
、
リ

ミ
ッ
ト
五
尾
を
キ
ー
プ
し
た
釣
り
人

三
十
二
人
。

過
去
最
高
の
釣
果
と
な

っ
た
。

繋
購
！じ
い
大
会

チヤンピ
鯰裁桑纂暴埃罫谷さん

何
か
ら
何
ま
で
過
去
の
記
録
を
ぬ

り
か
え
た
第
五
回
ダ
ー
ビ
ー
。

大
会
顧
間
の
鍛
治
英
介
氏

（北
海

道
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
協
会
名
誉
会
長
）

は

「実
行
委
員
会
、

漁
協
、

道
庁
等

の
関
係
機
関
の
血
の
に
じ
む
よ
う
な

汗
と
涙
が
あ
っ
た
と
思
う
こ
れ
ま
で

の
努
力
が
や
っ
と
実
っ
た
。

素
晴
ら

し
い
大
会
が
で
き
た
。

来
年
も
標
津

の
町
で
合
お
う
」
と
講
評
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ヤ
ン
ピ
オ
ン
は
弟
子

屈
町
の
熊
谷
和
則
さ
ん
、

重
量
六

・

五
キｏ、

体
長
八
二
・
二
★ン、
賞
金
三

十
万
円
を
手
中
に
収
め
た
。

入
賞
者
は
い
づ
れ
も
六
キＦを

超
え

る
大
物
ば
か
り
だ
っ
た
。

熊
谷
さ
ん

は

「友
人
に
さ
そ
わ
れ
て
昨
年
か
ら

は
じ
め
た
釣
、

今
回
は
道
具
も
友
人

が
用
意
し
て
く
れ
た
、

大
変
う
れ
し

い
が
信
じ
ら
れ
な
い
」
と
喜
こ
び
を

語
っ
て
く
れ
た
。

第1回 大会からのサーモンダービー釣果表
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Lべ1輯播軽i静囀 つり

1万人の人出
9月 13日、標津サーモ ンパーク

広場 を会場 に第28回の しべつあき

あ じまつ りが行なわれ ました。晴

天 に恵 まれて、約 1万 人の人出で

にぎわいました。

会場 は 2千 尾余 りの海 ・川 ・塩

蔵のあ きあ じを準備 して即売会。

あ きあ じのつかみ どりやサーモ ン

レースな ど会場では楽 しい催 しが

行なわれ、商工会関係者 らの味覚

模凝店な どで参加者は舌づつみを

打 っていま した。
▲サーモンレースでは観光客も交つ

ての参カロ▼「ハ～イ時間です」とコールをかけると我先にとばかり
お兄うゃん、コレ・コレと……大忙がしでした。

卜
ま
つ
り
の
中
で
干
島
連
盟
青
年
部

に
よ
る
北
方
領
土
返
選
の
署
名
活

動
が
行
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

▲恒例のあきあじつかみどり

ヨ
ツ
ト
レ
ー
ス
で
大
活
躍

△
フ

標
津
で
は
あ
ま
り
な
じ
み
の
な
い

マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
、

ヨ
ッ
ト
レ
ー
ス

で
大
き
な
活
躍
を
し
て
い
る
青
年
が

い
ま
す
。

町
内
に
住
む
今
源
浩
さ
ん
が
そ
の

人
。

最
近
の
大
会
成
績
で
は
、

切
シ

ー
ホ
ッ
パ
ー
級

（
一
人
乗
リ
ヨ
ッ
ト

競
技

・
船
て
い
四
材
二
十
四
。
重
量

八
十

一　
ロキ）
北
海
道
選
手
権
大
会
で

は
六
違
覇
を
ね
ら
う
有
力
選
手
を
は

ば
ん
で
見
事
な
優
勝
を
し
て
い
ま
丸

こ
の
レ
ー
ス
は
年
間
十
レ
ー
ス
消

化
し
、

七
レ
ー
ス
カ
ウ
ン
ト
の
ポ
イ

ン
ト
制
で
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、

本
年
十
月
十
五

日
か
ら
四
日
間
の
日
程
で
行
な
わ
れ

る
第
十
八
回
全
日
本
シ
ー
ホ
ッ
パ
ー

級
ヨ
ッ
ト
選
手
権
大
会
の
出
場
権
も

獲
得
。

こ
の
大
会
の
北
海
道
の
参
加

枠
は
三
名
と
狭
き
門
。

今
さ
ん
が
ヨ
ッ
ト
を
始
め
た
の
は

八
年
前
、

海
と
船
が
小
さ
い
頃
か
ら

大
好
き
で
、

友
達
に
さ
そ
わ
れ
、

そ

の
年
に
大
会
に
出
場
し
て
か
ら
ヨ
ッ

ト
が
や
み
つ
き
。

毎
週
日
曜
日
を
練
習
日
に
あ
て
、

道
内
で
開
催
さ
れ
る
大
会
は
ほ
と
ん

源
軽
旧さ
ん
側

ど
出
場
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

今
さ
ん
は

「標
津
で
マ
リ
ン
ス
ポ

ー
ツ
の
花
、
ヨ
ッ
ト
仲
間
を
募
集
し

て
い
ま
す
。初

心
者
の
方
、

女
性
の
参

加
大
欲
迎
。

体
ひ
と
つ
で
来
て
く
だ

さ
い
。

将
来
標
津
前
浜
で
ョ
ッ
ト
レ

ー
ス
を
行
な
う
の
が
夢
」
と
今
絶
好

調
の
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。ヨ

ッ
ト
を
し
た
い
方
連
絡
先
は
新

川
町
今
源
浩
合
一―
二
六
七
三
）
ま
で
。

憂
用
の
ヨ
ツ
ト
に
乗
っ
て
今
さ
ん



平成ロキ欲場所いゃめ

しっか りした 日調で話 して

くれ ました。で も 「90過ぎた

ら上 げぜん据 えぜんで暮 らし

たい と思 っている…」 と、達

者な人で した。

今年早 くに肺 炎にかか りま
したが、今 は元気 をとりもど

したそうです。家では新聞読
んだ り、テ レビを見 た り頭の

中はシャッキ リしています。

表 えは足か ら来 るというの

で家の中を歩 きなが ら足腰 を

鍛 えています。

耳が少 し遠 くなった ようで

すが、 まだまだ元気。明治の

気骨は健在で した。

②
田
倒
∪

射
れ
並
難
枕
だヽ
麟

は
歩

強
仕

も

み

の

朝

散

の
Ｆ

い
し

る

て、純
取
す。レ
麻
狩
ん。

昨る。朝一そうでヽ非巾申弁姫

触
藤
姦
鞍
鴻
仕ヽ
家
だコ

に

始

は

い
よ

と

い

盆濃作機聞
(M35.10.23)

平

成

口

寺

あ
目
十
五
日

!:!:!::iil::
横組 晏谷出曇吉 昭 描』上田 横組 養濃ユキ ０

０
，
■ d L  t t  a b

六関 臼B出ミヨキ q4 抹 韓 田 六関 土井フジ q 3 桜 ホ 町

関出 出働Uミ ツ 竹 韓  町 関出 六直イ手 ２
０

，
■ 伊 番 低

ぬ結 ほ谷出トクミ 昭 桜 ホ 町 出結 漉麗角ツ 舷 上古多臨

面頑 細 齢 ほ聞 印 輪 螺 町 面頑 籠景トキエ ■
３

，
■ 桜ヶ食町

2 亀口 君 q 0 患  類 2 盆握作ほ聞 8q 桜 ホ 町

3 傾担イツ 8q 細 韓 □ 3 安蔵夕各 ，
Ｗ

０
０ 桜 ホ ロ

4 ほ口すゑ0 8? 協古多績 4 横犯松00 ，
■

０
０ 桜 ホ 町

５

ヽ
苦杉貫吉 ０

０
０
０ 番 志 B 5 点濁描とめ 88 伊 番 伝

6 縄おヨシミ 88 抹 撮 町 6 出問手角 8 8 U 上 町

7 石出描野 8 8 緑  町 ワ 劇 掛 , 88 a b 』a b

8 塁 キ ミユ ０
０

０
０ 輸古多減 8 山口制吉 ，

Ｔ
０
０ お  町

q 高選出太郎 87 強 撫 町 q 田部潜志 ，
‘

０
０ 綺』上回

ｎ
Ｕ

●
８ 朱掛むめの を7 a b 出出 ｎ

ｕ
々
８ 性口通機a8 ，

‘
０
０ 把  田

●
〓

η
‘ 谷肉ツネ ，

‘
０
０ 伊 お 仁 ●

８

々

３ n赳 ハル 87 撮  町
０
こ

●
― 中』腐ハJb ，

Ｔ
０
０ 点 出 a b ０

こ
●
― 高格マサJb 87 お  田

，
Ｊ

●
― 上部 Rキ ，

ど
０
０ 強 螺 町 ，

Ｊ ロロヨシ 87 韓  町

?4 工譲奪貧 Ａ
Ｕ

０
０ 強  測 ，

母
●
― 下山フけ 86 a b  u  d L

貫
ロ

●
‘ 韓戸餞☆ 食

Ｕ
０
０ 点爺志B Ｉ

Ｊ
々
‘ 伊麗濡ほ ａ

Ｕ
０
０ 把  田

●番付は生年月日の早いlLEですと(高齢者ベス ト38)
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九
月

一
日
に
サ
ー
モ
ン
科
学
館
で

サ
ク
ラ
マ
ス
の
採
卵
、

受
精
を
し
ま

し
た
。

こ
の
卵
の
親
は
、

昨
年
の
十

一
月

に
海
か
ら
活
魚
輸
送
で
大
水
槽
に
入

れ
展
示
し
て
い
ま
し
た
の
で
、

見
た

人
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

卵
は
、

十
月
の
は
じ
め
に
は
よ
化

す
る
予
定
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
が
こ

の
記
事
を
見
て
い
る
頃
に
は
、

お
腹

に
袋
を
つ
け
た
可
愛
い
サ
ク
ラ
マ
ス

の
赤
ち
ゃ
ん
が
稚
魚
ヨ
ー
ナ
ー
で
元

気
よ
く
泳
い
で
い
る
は
ず
で
す
。

魚
道
水
槽
は
サ
ケ
の
遡
上

（そ
じ

ょ
う
）
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
、

連
日
た

く
さ
ん
の
サ
ケ
た
ち
が
懸
命
に
泳
い

で
い
ま
す
Ｌ

（十
月
二
十
八
日
ま
で
）

が
、

十

一
月

一
日
か
ら
シ
ロ
ザ
ケ
の

産
卵
行
動
を
見
せ
る
コ
ー
ナ
ー
に
切

り
替
え
る
予
定
で
す
。

ま
た
、

九
月
か
ら
十
月
の
土
曜

・

日
曜
日
は
大
変
混
み
合
い
、

ゆ
っ
く

り
と
館
内
を
見
ら
れ
な
い
、

ま
た
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
待
ち
時
間
が
長
い
と

い
っ
た
ご
意
見
を
聞
き
ま
す
。
し
か

し
、

午
後
三
時
以
降
は
団
体
客
も
減

り
、

比
較
的
す
い
て
い
ま
す
。

館
内
を
時
間
を
か
け
て
ゆ
っ
く
り

と
見
た
い
と
い
う
方
は
、

こ
の
時
間

が
お
勧
め
で
す
。

サ
ー
モ
ン
科
学
館
は
、

九
月
十
五

日
を
も
ち
ま
し
て
オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
満

一
周
年
を
む
か
え
ま
し
た
。

こ
の
一
年
間
の
入
館
者
数
は
別
表

の
と
お
り

一
六
〇
、

八
七
二
人
と
な

り
、

当
初
見
込
み
の
十
五
万
人
を
越

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

開
館
当
初
は
根
室
管
内
、

釧
路
管

内
と
い
っ
た
近
隣
の
お
客
さ
ん
が
多

か
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
は
本
州
か

ら
の
団
体
の
人
が
多
く
な
っ
て
き
て

い
ま
す
。

Ｑ
　
サ
ー
モ
ン
科
学
館
の
魚
道
水
槽

に
い
る
サ
ケ
は
ど
う
な
る
の
？

Ｑ
　
魚
道
水
僧
に
、

サ
ケ
が
上
が
っ

て
く
る
の
は
ど
う
し
て
？

Ａ
　
ま
ず
、

科
学
館
の
魚
道
水
槽
の

構
造
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

こ
の
魚
道
は
標
津
川
に
注
い
で
い

ま
す
が
、

そ
の
合
流
点
の
す
ぐ
上
流

に
サ
ケ
を
上
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
て

い
る
ウ
ラ
イ

（魚
止
め
）
が
あ
り
ま

す
。

標
津
川
を
上
っ
て
き
た
サ
ケ
は

川
を
上
が
れ
な
い
の
で
、

こ
の
魚
道

を
通
り
ま
す
。

そ
の
後
、

科
学
館
の

わ
き
を
通
り
、

上
流
に
あ
る
施
設
で

捕
獲
さ
れ
、

人
工
よ
化
放
流
事
業
に

ま
わ
さ
れ
ま
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

皆
さ
ん
か

ら
の
ご
質
問

・
ご
意
見
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

内
容
は
間
い
ま
せ
ん
。

質
問

・
ご

意
見
は
ハ
ガ
キ
も
し
く
は
直
接
科
学

館
受
付
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

電
話

で
の
受
付
は
致
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了

承
下
さ
い
。

住
所

¨
０
８
６
１
１
６

標
津
町
標
津
サ
ー
モ
ン
科
学
館

「
Ｑ
ａ
Ａ
」
係
ま
で

な
お
、

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ

れ
た
質
問
に
は
粗
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
の
で
、

住
所

・
氏
名

・
年
齢

を
お
忘
れ
な
く
。

イ旦し、 91年9月は15日から30日、
92年9月は1日から14日までの集計

9

サーモン科学館魚道水槽

サーモン科学館入館者推移

入館者数 開館 日数
平
者

の
館

日
入

１
均
数

9 1年 9月

1 0月

1 1月

92年 2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

31,219

31,375

8,767

2,166

3,240

3,646

15,419

12,055

13,018

27,590

12.377

16

31

26

25

27

26

31

30

31

31

14

1,951

1,012

337

87

120

140

497

402

420

890

884

合  計 160,872 559



今
月
は
、

町

・
道
民
税
（
２
期
）、

国
民
健
康
保
険
税
（
３
期
）
の
納
期
で

す
。

砲
月
御
日
ま
で
次
の
所
で
納
入

願
い
ま
す
。

１
、

町
指
定
金
融
機
関

根
奎
信
用
金
庫
各
本
支
店

２
、

町
収
納
代
理
金
融
機
関

標
津
町
震
業
協
同
組
合
、

標
津
漁

業
協
同
組
合
、

北
海
道
労
倒
金
庫

中
標
津
支
店
、

北
海
道
拓
殖
銀
行

中
標
津
支
店
、

北
洋
銀
行
中
標
津

支
店
、

釧
路
商
工
信
用
組
合
中
標

津
支
店

３
、

収
納
代
理
郵
便
宮
署

町
内
各
郵
便
５
　
　
！

４
、

収
入
役
・出
納
員
・現
金
取
扱
員

道
税
の
納
税
を
め
忘
れ
の
方
は
い

ま
せ
ん
か
。

道
で
は
側
月

・
佗
月

・
３
月
の
３

ヵ
月
間
を

「納
税
推
進
強
調
月
間
」

と
し
て
、

道
税
の
納
税
推
進
に
取
り

組
み
ま
す
。

１０
月
は
、

特
に
自
動
車
税
の
納
税

推
進
に
力
を
入
れ
、

滞
納
額
の
整
理

を
行
い
ま
す
。

自
動
車
税
は
、

毎
年

４
月
「
日
現
在
で
自
動
車
を
め
持
ち

の
力
に
、

５
月
割
日

（平
成
４
年
度

は
６
月
１
日
）
を
納
期
限
と
し
て
課

税
さ
れ
る
道
税
で
す
。

ま
だ
納
め
て

い
な
い
方
は
、

速
や
か
に
納
め
ま
し

よ
う
。

道
税
の
滞
納
ほ
、

北
海
道
が
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
を
行
う
た
め
の
貴
重
な

財
源
を
確
保
す
る
う
え
で
、

大
き
な

障
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん

の
暮
し
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
る
道

税
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
き
、

納

税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
税
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、

根

室
支
庁
税
務
課
へ
め
尋
ね
＜
だ
さ
い
。

根
窒
市
常
盤
町
３
丁
目
２８
番
地

根
奎
支
庁
税
務
課

ａ
０
１
５
３
２
１
３
１
６
１
３
「

根
窒
支
庁
中
標
津
台
同
庁
含
で
衝

円
開
設
し
て
い
ま
し
た
道
税
の
臨
時

窓
□
は
、

側
用
３０
日
を
も
っ
て
廃
止

い
た
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、

次
に
あ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

〒
脚
根
窒
市
常
盤
町
３
丁
目
２８
番
地

根
窒
支
庁
地
方
部
税
務
課

ａ
Ｏ
「
５
３
２
‐
３
１
６
４
３
１

今
年
も
み
ん
な
の
ハ
ー
ト
で
思
い

や
り
の
羽
根
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

昨
年
は
全
道
で
１３
億
３
干
る
円
に

の
ぼ
る
ご
寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ
き

ま
し
た
。

こ
の
尊
い
皆
様
の
真
心
は
全
道
の

民
間
社
会
福
祉
事
業
の
貴
重
な
翅
源

と
し
て
配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

心
か
ら
厚
＜
！お

礼
申
し
上
げ
ま

す
。今

年
も
砲
月
「
日
か
ら

「赤
い
羽

根
共
同
募
金
運
動
」
が
全
国

一
斉
に

展
開
さ
れ
ま
す
。

営
様
の
暖
か
い
ご
協
力
を
お
願
い

一

活
用
し
な
い
包
装
類
は

断
わ
り
ま
し
よ
う
。

ご
み
が
増
え
る
ば
か
り

で
す
。

地
球
の
資
源
が
減

つ
て
し
ま
い
ま
す
。

一
人

一
人
の
知
恵
と
勇

気
と
行
動
が
世
の
中
を
変

え
て
行
き
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

昨
年
め
寄
せ
い
た
だ
い
た
善
憲
の

募
金
は
全
道
各
地
で
次
の
よ
う
に
つ

か
わ
れ
ま
し
た
。

▼
福
祉
活
動
の
た
め
に
　
３
億
２
８

５
河
円
▼
子
ど
も
た
ち
の
福
祉
の
た

め
に

９
、
「
ア
９
万
円
▼
障
害
者
の

福
祉
の
た
め
に

「
億
５
、

０
４
２
方

円
▼
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
の
た
め

に

「
、

０
８
２
万
円
▼
め
年
寄
り
の

福
祉
の
た
め
に

「
億
５
、

５
３
０
カ

円
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
推
進
の
た

め
に

２
、

フ
５
２
痢
円
▼
歳
末
た
す

け
あ
い
に

３
億
８
、

６
６
９
万
円

▼
運
動
推
進
の
た
め
に
　
２
億
４
①

８
カ
円

お年寄り本人が受けら

れる特典

m)老 年者控除

年齢が65歳以上で、

方得金額が 1千 痢円以下のお年寄りの力は老年者

控除として本人の所得金額から50方円を差 しヨ|く

ことができます。

0 公 的年金等控除

国民年金や厚生年金、思綺などの公的年金等は

雑所得として所得税の課税対象 となります。公的

年金等に係る雑所得の金額は、公的年金等の収入

金額の合計額から公釣年金等控除額を差 しヨいて

計算 しますが、年齢が65歳以上のあ年寄 りの方|よ

年齢が66歳未満の力よりその控味額が多 <な つて

しヽます。    ‐

(根奎税務署 ・税務課)

, | , l , | | | | | | 1 1 1 l i t ' l i t , 1 1 1 1 t t i l 1 l Ⅲl , : | , l 1 1 , 1 1 , 1 1 : | | ! | : l l , 1 1 1 1 1 ; 1 l Ⅲl , l l , 1 , 1 1 ' i t l l l : i t i l : | | l i t i l t i t i l t i l t i l , 1 1 , l t
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次
の
と
お
り

野
犬
掃
と
う
を

実
施
し
ま
す
。

▼
実
施
期
間

（自
）平
成
４

年
１０
月
１
日

（姿
）平
成
４
年
１２
月
３‐
日

▼
実
施
区
域
　
標
津
町
全
域

▼
実
施
方
法
　
捕
獲
及
び
薬
殺

※
野
犬
掃
と
う
は
、

告
示
を
し
て
年

間
実
施
し
て
い
ま
す
。

〈犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
方
へ
〉

ｏ
絶
対
に
放
し
飼
い
を
し
な
い
で
＜

だ
さ
い
。

ｏ
鎖
に
つ
な
ぐ
か
お
り
の
中
で
飼
い

ま
し
よ
う
。

ｏ
魯
日
、

適
度
な
運
動
を
さ
せ
ま
し

よ
う
。

ｏ
運
動
後
は
野
放
し
に
せ
ず
犬
を
元

の
位
置
へ
。

ｏ
犬
を
飼
う
場
所
は
常
に
清
潔
に
し

て
お
き
ま
し
よ
う
。

ｏ
最
近
、

人
家
の
少
な
い
農
家
周
辺

に
生
ま
れ
た
子
犬
や
不
用
犬
が
搭

て
ら
れ
て
い
る
と
通
報
が
あ
り
ま

す
。

ｏ
不
用
犬
ほ
絶
対
に
措
て
な
い
で
＜

だ
さ
い
。

ｏ
不
用
と
な
っ
た
犬
は
役
場
で
処
分

し
ま
す
の
で
持
参
し
て
＜
だ
さ
い
。

ｏ
捨
て
犬
は
凶
暴
な
野
犬
と
な
り
、

他
人
や
家
畜
な
ど
に
被
書
を
与
え

ま
す
。

ご
み
の
処
理
方
法
が
変
っ
て
半
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

今
年
４
月
か
ら
の

ご
み
の
排
出
量
は
次
の
と
お
り
で
す
。

右
表
の
よ
う
に
ご
み
全
体
で
は
劉

パ
ー
セ
ン
ト
排
出
量
が
減
り
ま
し
た

が
燃
え
な
い
ご
み
の
４０
パ
‐
セ
ン
ト

増
が
気
に
な
り
ま
す
。

燃
え
な
い
ご
み
は
家
庭
で
の
リ
サ

イ
ク
ル
を
考
え
る
な
ど
有
効
利
囀
に

務
め
て
く
だ
さ
い
。

燃
え
る
ご
み
は
今
年
４
月
か
ら
証

紙
方
式
に
変
わ
り
ま
し
た
が
、

標
津

川
北
市
街
の

一
部
の
コ
ミ
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
は
い
ま
だ
に
証
紙
を
は
ら
ず

に
排
出
す
る
方
が
い
る
よ
う
で
す
。

証
福
が
は
ら
れ
て
い
な
い
ご
み
袋

は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
。

コ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
共
同
利
用

す
る
方
マ
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
。燃

え
る
ご
み
の
排
出
は

「
町
が
準

備
す
る
所
定
の
ご
み
袋
（有
料
）
が
証

紙
を
使
用
し
て
の
万
法
で
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、

ご
み
の
収
集
国
以
外
に
ゴ

ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
投
入
さ
れ
る
カ

が
数
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

ご
み
は
決
め
ら
れ
た
日
の
朝
に
跡

ぴ
出
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。ご

み
処
理
方
法
は

一
人

一
人
が
気

を
つ
け
て
、

清
潔
で
△
夕
の
な
い
美

し
い
街
を
築
き
あ
げ
ま
し
よ
う
。

お
客
様
か
ら
払
い
込
ま
れ
た
保
険

組
の
中
か
ら
将
来
の
保
険
対
な
ど
の

支
払
に
備
え
て
積
み
立
て
ら
れ
た
簡

保
資
金
は
確
実
、

有
利
な
方
法
で
公

共
の
利
益
に
な
る
よ
う
運
用
し
て
お

り
地
方
公
共
団
体
な
ど
へ
の
融
資
を

通
じ
、

学
校
の
建
設
や
公
園

・
道
路

の
整
備
な
ど
、

地
域
社
会
の
発
展
や

住
民
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
て
い
ま

す
。平

成
３
年
度
中
に
道
内
の
地
方
公

共
団
体
に
融
資
し
た
資
金
は
２
０
２

団
体
に
対
し
６
４
３
億
円
で
、

こ
れ

を
含
め
た
平
成
３
年
度
末
現
在
の
道

内
に
お
け
る
融
資
現
在
高
は
フ
６
３

フ
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
内
で
は
簡
保
資
金
は
１
道

２
４
２
市
町
村
す
べ
て
に
融
資
さ
れ

道
内
の
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
幅

広
＜
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
る

郵
便
面
で
は
、

今
後
も
な
お

一
層

地
域
社
会
の
発
展
に
役
立
つ
よ
う
運

用
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
者
え
て
い

ま
す
の
で
よ
う
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

第33□法の国週間行事の一選として、下記のと

おり民事 ・家事調停受付相談を実施 しますので、

あ気軽|こご利用 <だ さい。

>民 事 ・家事調停受付相談

>日 時 平 成 4年 10月12日 (午前10時～正午 まで)

>場 所 川 北公民館

卜相談員 調 停委員、裁半」所書記宮

>相 談事項 金 銭、土地建物、夫婦、親子相談等

>主 催 標 津簡易裁半」所、剣路家庭裁半」所標津出

張所、標津調停協会

:トン

年

区分

年
Ｄ

３

”９

Ｈ

●
年
印

４

”９

Ｈ

ａ
前年との
比  駅

る

み

えヽ燃

ご

④ 298tの減

(30%の減)

燃えない

こ  み

② 59tの増

(40%の増)

の

み

体全

ご

④十②=③

l , 4 3 5

239tの滅

(21%の減)

標津市街のゴミステーション



‐０
月
‐２
日
働
か
ら
的
月
４７
日
働
ま

で
の
６
日
間
、

釧
路
・
根
窒
・
網
走

及
び
十
勝
支
庁
管
内
の
道
路
を
使
用

し
て
、

マ
チ
か
ら
マ
チ
ヘ
と
移
動
し

な
が
ら
自
転
車
に
よ
る
レ
ー
ス
が
行

な
わ
れ
ま
す
。

標
津
町
は
１０
月
１３
日
側
・
的
月
竹

日
側
に
通
過
し
ま
す
。

沿
道
か
ら
の

温
か
い
ご
声
援
を
め
願
い
し
ま
す
。

▼
主
要
地
点
通
過
時
間
▲

標
津
町
の
主
要
地
点
の
通
過
時
間

は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
選
手
の
力
走
次
第
で
は
時
間

が
短
縮
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
＜
だ
さ
い
。

▼
尾
岱
沼
↓
住
吉
町
↓
太
平
洋
石
油

前
↓
中
懐
津
町
（国
道
２
フ
２
号
）

１０
月
１３
日
側
午
後
１
時
２５
分
ご
ろ

太
平
洋
石
油
付
近
を
通
過
予
定
で
す
。

▼
中
標
津
町
↓
耐
佐
―
西
北
標
津
↓

理
辺
斯
付
近
（国
道
２
４
４
号
）↓
斜

里
。１０

月
１４
日
的
午
前
何
時
５０
分
ご
ろ

瑠
辺
斯
付
近
（園
遺
２
４
４
号
）を
通

過
予
定
で
す
。

教
育
貸
付
は
、

国
の
施
策
と
し
て

設
け
ら
れ
た
融
資
制
度
で
、

昭
和
５４

年
か
ら
取
扱
い
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
、

教
育
費
用
の
負
担
軽

減
等
で
、

多
＜
の
方
マ
の
ご
利
用
を

い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

平
成
４
年
に

は
、

在
学
中
の
費
用
の
融
資
限
度
額

も
入
学
時
費
用
の
限
度
額
と
同
額
に

ア
ツ
プ
さ
れ
、　

一
層
ご
利
用
い
た
だ

さ
や
す
＜
な
っ
て
お
り
ま
す
。

融
資
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〈融
資
制
度
の
概
要
〉

▼
ご
融
資
額
…
学
生

・
生
徒
め
「
人

に
つ
き
１
５
０
カ
円
以
内

▼
利
率
…
年
６
・Ｏ
％

▼
ご
利
用
で
き
る
万
…
高
校

・
短
大

大
学

・
専
修
学
校
等
に
入
学

・
在

学
さ
れ
る
方
の
保
護
者
又
は
本
人

▼
ご
返
済
期
間
…
ｏ
大
学

・
高
専
等

６
年
以
内
ｏ
高
校

・
短
大

・
各
種

学
校
等
５
年
以
内

▼
保
証
…
教
育
資
金
融
資
保
証
基
金

ま
た
は
保
証
人

●
ご
相
談
窓
□
は

「国
民
金
融
公
庫

釧
躇
支
店
六
釧
路
市
栄
町
１２
‐
・
‐
２

０
０
１
５
４
‐
２
２
１
８
１
３
「
）
ま

で
。

）

▼
労
働
力
確
保
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

事
業

道
で
は
、

道
内
の
中
小
企
業
者
め

よ
び
中
小
企
業
等
協
同
組
合
法
に
基

づ
＜
各
種
組
合
を
対
象
に
、

労
倒
力

確
保
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、

労
□
力
不
足
が
深

刻
と
な
っ
て
、

労
倒
力
確
保
対
策
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
中
小
企
業
の
要

講
に
応
じ
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

無
料
で
派
遣
し
て
、

労
働
力
の
確
保

に
つ
な
が
る
よ
う
経
営
管
理
の
改
善

策
の
助
言
を
行
う
も
の
で
す
。

④
労
働
時
間
短
縮
な
ど
の
労
□
条
件

の
改
善

②
職
場
環
売
の
改
善

③
福
利
厚
生
の
充
実

④
募
集

・
採
用
の
改
善

⑤
能
力
開
発
等
機
能
の
強
化
等
そ
の

他
の
屋
用
に
関
す
る
経
営
管
理
の

改
善

に
つ
い
て
、

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
各
企

業
へ
伺
い
指
導
す
る
ほ
か
、

依
頼
に

腐
じ
て
労
倒
力
確
保
対
策
な
ど
に
つ

い
て
の
講
演
や
研
修
も
行
い
ま
す
の

で
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、

根
室
支
庁
商
工
労
働

課

（根
窒
市
常
盤
町
３
１
２８
、

Ю
Ｏ
「

５
３
２
１
３
１
６
１
３
１
）
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
。

警
察
で
は
地
域
の
治
安
の
た
め
、

過
激
派
な
ど
の
指
名
手
配
者
や
、

ア

ジ
ト
な
ど
の
発
見
に
総
力
を
あ
げ
て

い
ま
す
。

逃
亡
中
の
指
名
手
配
者
は
、

ほ
と

ん
ど
曽
さ
ん
と
変
わ
ら
な
い
ご
＜
普

通
の
生
活
を
お
装
し
な
が
ら
潜
伏
じ

て
い
ま
す
。

ま
た
、

こ
れ
ら
港
伏
中
に
所
持
が

禁
止
さ
れ
て
い
る

「
け
ん
銃
」

「爆

弾
」
な
ど
の
凶
器
を
隠
し
持
っ
て
い

る
司
能
性
が
あ
り
ま
す
。

指
名
手
配
者
の
発
見
、

ア
ジ
ト
の

発
見
、

「
け
ん
銃
」
の
発
見
に
ご
協

力
＜
だ
さ
い
。

「盗
難
車
？

ナ
ン
パ
ー
が
億
造
？

空
家
・倉
庫
に
人
が
隠
れ
て
い
る
？
」

お
か
し
い
／

変
だ
／

怪
し
い
場
所

（家
）だ
／

犯
人
か
も
／

不
書
を
感
じ
た
ら
直
ぐ
通
報
―
―

中
標
津
警
察
署
　
間
０
１
５
３
ア
ー

２
１
２
４
５
４

（
１
１
０
番
）

１０
月
は
、「労

働
保
険
適
用
促
進
月
間
」

で
す
。

●
労
働
保
険

（労
喪
保
険
と
雇
用
保

険
）
が
、

全
面
適
用
に
な
り
１８
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。

●
労
倒
者
を
「
人
で
も
雇
用
す
る
事

業
主
は
、

嚇
ず
労
働
保
険
に
加
入

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
だ
れ
も
が
選
け
た
い
と
願
っ
て
い

る

「
け
が
」
や

「失
業
」
は
、

事

業
の
種
類

・
規
模
な
ど
に
よ
っ
て

多
少
の
差
は
あ
る
と
し
て
も
絶
対

に
遭
通
し
な
い
と
い
う
保
証
は
あ

り
ま
せ
ん
。

●
ま
だ
、

加
入
の
手
続
を
し
て
い
な

い
事
業
主
の
か
た
は
、

速
や
か
に

加
入
手
続
き
を
し
て
＜
だ
さ
い
。

く
わ
し
＜
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
タ
根

室

（根
室
公
共
職
業
安
定
所
　
①
ｌ

５
３
２
１
３
１
２
１
６
「
）

（中
標
津
ゐ
窒

Ｏ
「
５
３
ア
１
２
１
２

５
４
４
）

ま
た
は
、

釧
躇
労
□
基
準
監
督
署

（
０
１
５
４
‐
４
２
‐
９
フ
「
「
）に
お

尋
ね
＜
だ
さ
い
。
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１０
月
竹
日
０
か
ら
４０
月
仔
日
働
ま

で
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

標
津
町
で
は
次
の
と
お
り
相
談
所

を
開
設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

行
政

に
対
す
る
苦
惰
等
が
あ
り
ま
し
た
ら

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
＜
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
１０
月
１４
日
側
午
前
１０
時
か

ら
正
午
ま
で

▼
場
所
　
標
津
町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
ロ
ピ
ー

▼
主
催
　
北
海
道
管
区
行
政
監
察
局

釧
踏
行
政
監
察
分
奎

標
津
地
区
の
行
政
相
談
員

一郎
氏
で
す
。

●
実
施
期
間
　
平
成
４
年
１０
月
１５
日

か
ら
平
成
４
年
１０
月
３‐
日

●
統
一
標
穏
　
「点
検
を

重
ね
て
築

く

″火
災
ゼ
ロ
ヒ

こ
の
時
期
は
、

暖
一属
機
器
（具
）の

使
用
な
ど
に
よ
り
大
喪
が
発
生
し
や

す
＜
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
一

悲
惨
な
焼
死
事
故
や
、

貴
重
な
財

産
の
損
失
を
防
ぐ
た
め
（
町
民
の
防

火
意
識
を
高
め
、

大
突
の
発
生
を
防

止
し
ま
し
よ
う
。
　
　
・　
！

▼
家
庭
で
の
防
火
の
は
得
▲

④
幼
児
・
老
人
・
身
体
不
自
由
者
等

）

を
１
人
残
し
て
の
外
出
は
や
め
ま
し

よ
う
。

②
暖
房
機
器
（具
）は
点
校
整
備
を
十

分
行
っ
て
か
ら
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
天
ぶ
ら
揚
げ
な
ど
の
調
理
中
に
は

そ
の
場
を
離
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。

離
れ
る
時
は
、

コ
ン
ロ
等
を

以
づ
停
止
し
て
か
ら
に
し
ま
し
よ
う
。

④
マ
ッ
チ

・
ラ
イ
タ
ー
の
管
理
を
厳

重
に
し
ま
し
よ
う
。

（標
津
消
防
署
）

現
在
ア
フ
リ
カ
で
は
、

干
ば
つ
及

び
部
族
紛
争
に
よ
り
、
１
９
８
０
年

半
ば
の
飢
餓
を
上
回
る
状
況
と
な
っ

て
お
り
、

多
数
の
人
や
が
そ
の
生
命

を
脅
か
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
と
し
て
は
、

こ
の

た
び
国
際
赤
十
字

・
赤
新
同
社
連
盟

か
ら
の
要
請
に
局
え
、

８
３
４
③
痢

円
を
緊
急
援
助
す
る
こ
と
と
決
定
し

ま
し
た
が
、

今
後
も
積
極
的
な
救
援

活
動
を
展
開
す
る
財
要
が
あ
る
と
者

え
ら
れ
ま
す
。

救
援
金
の
受
付
を
次
の
と
お
り
し

て
お
り
ま
す
ｏ

▼
受
付
期
間
■
当
分
の
間

▼
受
付
方
法

④
救
援
金
を
直
接
持
参
さ
れ
る
場
合

北
海
道
掲
殖
銀
行
札
幌
南
支
店

普
通
預
金
　
□
座
番
号
８
３
５
１

４
８
８
□
座
名
儀

「
ア
フ
リ
カ
干

ば
つ
救
援
金
」
日
本
赤
十
字
紅
北

海
道
支
部
長

②
郵
便
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合

東
京
「
‐
５
６
０
６
（日
本
赤
十
字

社
）
通
信
欄
に

「
ア
フ
リ
カ
救
援

金
」
と
明
記
し
て
＜
だ
さ
い
。

④
②
と
も
振
込
手
数
組
は
無
料
、

た
＜
ぎ
ん
は
本

・
支
店
間
の
送
金

▼
そ
の
他
‥
今
回
の
ア
フ
リ
カ
救
援

金
は
、

新
た
に
ア
フ
リ
カ
に
喪
書
が

発
生
し
た
か
ら
で
は
な
く
、

従
来
か

ら
続
い
て
い
る
干
ば
つ
や
部
族
紛
争

が
激
化
し
た
こ
と
に
よ
り
再
度
呼
び

か
け
、

協
力
を
求
め
る
も
の
で
す
。

（日
本
赤
十
字
社
北
海
道
支
部
）

お誕生おめでとう

●
園
育
会
花
柳
園
育
さ
ん
は
標
津
囲

体
育
文
化
振
興
基
金
と
し
て

●
聖
友
標
津
支
所
は
活
動
資
金
と
し

て
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
渡
辺
千
江
さ
ん
は
活
動
資
金
と
し

て
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
網
井
キ
ワ
さ
ん
は
香
典
返
し
を
や

め
て
町
社
会
福
祉
協
議
会
ヘ

●
佐
藤
哲
三
さ
ん
は
中
央
公
民

館
図
書
窒
へ
図
書
を
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

●
標
津
タ
ン
ス
愛
好
会
は
中
央

公
民
館
図
書
窒
へ
図
書
を
寄

贈
さ
れ
ま
し
た
。

●
富
森
政
吉
さ
ん
は
標
津
病
院

（入
院
憲
者
さ
ん
へ
と
）
へ
生

鮭
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

●
興
農
塾
は
標
津
病
院

（入
院

憲
者
さ
ん
へ
と
）
へ
野
菜
を

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

●
古
多
糠
老
人
ワ
ラ
フ
は
標
津

病
院
へ
布
き
れ
を
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

お な ま え 住 所 保 護 者

けいや

自日 圭 哉<ん 弥 栄 町 高田  勲

渡部 元 喜くん 伊 茶 仁 渡郡 秀 人

あや
椎久  彩 ちやん 伊 茶 仁 椎久 年 港

うか
伊藤 千 佳ちやん 北 標 津 伊藤  博

佐賀 竜 太<ん 新1上 町 佐賀 周 通

ゆい
米沢  唯 ちやん 桜 不 町 米 沢 英三

けんや
山□ 堅 也くん 寿  町 山□ 晴 港

おくやみ申し上げます

氏 名 住 所 年  齢

大村 安 夫さん 緑  町 62歳

高橋 善 苫さん 東 川 花 76歳

網井 忠 博さん 宍 栄 B 」 72歳

13



減
塩

胃
が

食
塩

の
と
り
過
ぎ

が
高
血
圧
と
関

係

が
深

い
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ

て

い

ま
す
。

ま

た
、

塩
辛

い
食

品

の
と
り

過
ぎ
は
胃

が
ん
を
起

こ
し
や
す
く

し

ま
す
。

苦

は
野
菜
や
魚

の
保
存

の
た
め

に

食
塩
を
た
く
さ
ん
使

っ
て

い
ま
し
た

が
、

近
年
冷
蔵
庫

の
普

及
、

減
塩
知

識

の
普
及
等

で
、

食
塩
摂
取
量
は
減

少
し

て
き

て

い
ま
す
。

し
か
し
、
〃

塩

分
は

１
日

１０
グ

ラ
ム
以

下
〃

と

い
う

目
標
は
ま

だ
ま
だ
達
成

で
き

て

い
ま

せ
ん
。

高
血
圧

・
胃
が
ん
予
防
の
た
め
に

家
族
そ
ろ

っ
て
、

う
す
味
を
心
が
け

ま
し
ょ
ぅ
。

　
　
　
　
　
　
ン

③
Ｏ
⑤
Ｏ
①

成
人
病
予
防
の
た
め
の

切り干し大根の水気を絞って⑤の

漬け汁に入れて良く混ぜます。
500グラムのおもしをして一晩置き
ます。

筆        車

華 浅 漬けは塩分 華

華 が少なく野菜 華

畳 来:S,号宮i;:;::
華 ダ感覚の漬物 革
義!です。    革・Ⅲ章: : 1 1 : : : : : l i 車: i : : i i : ! : | l i : | : l i : : i l : i : ―

000◇

漬け汁を煮立てて、赤とうがらし
と、昆布 ・さきいかを入れ、冷ま
します。

切 り干 し大根は水

を替えながらよく

もみ洗いして、た

っぷ りの水に10～

15分間浸 します。

①を熟湯で1～ 2分ゆで手ざるに上
げ、ボウルに移して酒を振り、ラッ
プをかけて蒸らしながら冷まします。

③

昆布は長さを半分に切って細く切 り
電子レンジで1分加熟します。

④

さきいかは食べR9fい 長さに切りま
す。

②

⑥

‐

””巾””申・・，大さじ４知・・。大さじ２抑

500グラムのおもしの作り万

二重にしたビニール袋に水を5 0 0 c c入れ

て、日をきつ く結びます。

* * *

食 べ頃 は 1日 目から

3日 目<ら いです。
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― ― ―          ― ― ― ― ― ― ― ― ― ― 一 ― ― ― ―

_

義

林(確動さんちの選暴ちやん品3Hい0
●生まれた時の身長 ・体重は一―。

勇長/501c冊  体 重/3,7628

●最近の身長 ・体重は一―。

身長/73 2cm  体 重/95K8
●どんな子に育つてほししヽですか。

「やさしい子に育つてほじしヽ」とめ8さ ん。

40カ月で歩きだ した麗奈ちゃん、足腰がとても

強いんだそうです。好き嫌い|よな し、なんでも食

べるのでスクスク育つてしヽます。

歌が大好きで、テレビから歌が流れて<る と真

費Jな目つきで一点集中。麗奈ちやんは林家の内孫

第 1号 です。林家の皆んなに囲まれて麗奈ちゃん

は家中の人気きです。

四候栄養士

高
脂
血
症
の
食
事
②

中
性
指
肪
が
高
い
と
き

中
性
脂
肪
は
血
液
の
中
の
脂
肪
の

一
つ
で
す
。

同
じ
脂
肪
の
中
で
も
ヨ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
と
は
別
の
働
き
を
し

ま
す
。

中
性
脂
肪
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
も
と

に
な
り
ま
す
が
、

摂
り
過
ぎ
る
と
、

皮
下
脂
肪
と
し
て
増
え
て
い
き
ま
丸

つ
ま
り
、

中
性
脂
肪
は
肥
満
と
関
係

の
深
い
脂
肪
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、

中
性
脂
肪
を
増
や
さ
な

いた
め
に
は

，）

④
食
べ
す
ぎ
な
い
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
と
り
す
ぎ
は
脂
肪

の
増
加
を
も
た
ら
し
、

血
中
の
中
性

脂
肪
を
増
や
し
ま
す
。

②
糖
分

・
ア
ル
コ
ー
ル
を
摂
り
す
ぎ

な
い
。

糖
分
の
多
い
食
品
・
ア
ル
コ
ー
ル

は
体
内
で
脂
肪
に
形
を
変
え
て
蓄
え

ら
れ
ま
す
。

③
ま
と
め
食
い
を
し
な
い
、

寝
る
直

前
に
食
べ
な
い
。

朝
食
を
と
ら
な
い
一
日
二
食
の
食

べ
方
で
は
中
性
脂
肪
が
増
え
ま
す
。

又
、

同
じ
食
事
で
も
夜
に
食
べ
る

と
中
性
脂
肪
が
増
え
て
き
て
、

皮
下

脂
肪
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

以
上
の
三
点
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り

ま
す
。

中
性
脂
肪
は
皮
下
脂
肪
と
し
て
肥

満
の
原
因
に
、

又
、

肝
臓
に
た
ま
る

と
脂
肪
肘
と
い
う
病
気
を
引
き
起
こ

ま
す
。

そ
し
て
、

血
管
に
た
ま
る
と

動
脈
硬
化

・
脳
牛
中
、

狭
心
症
等
の

原
因
と
な
る
厄
介
な
脂
肪
で
す
。

中
性
脂
肪
を
増
や
さ
な
い
食
生
活

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

糖分の多い食品

・ジュース
・皮酸飲料
・スポーツ飲料

弓 Q
・いも類
・かぼちや

,甘い菓子
・砂糖

あま豫
アルコールの目安

シングル2～ 4杯

ここまでが「ほろ酔い」加減のアルコール量です。

週に少くても4～ 2日は休肝日を/



滝
田
監
嵐
さ
ん
（案
富
）

「
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
思
う
」

近
ご
ろ
外
国
の
人
と
接
す
る
機
会

も
多
く
な
り
、　

エ
キ
ス
パ
ー
ト
な
る

言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
日
本
語
で
言
え
ば
専
門
家
、

熟

練
者
、
と
い
っ
た
所
で
は
あ
る
が
、

特
に
外
国
の
人
の
よ
う
に

「私
は
…

…
」
と
胸
を
張
っ
て
言
う
人
は
、

あ

ま
り
多
く
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

外
国
で
は
た
ぶ
ん
職
業
と
し
て
多

種
多
様
な
受
け
皿
が
あ
る
か
ら
と
も

思
う
の
だ
が
、

我
々
の
職
業
関
係
に

も
エ
キ
ス
パ
ー
ト
と
呼
ば
れ
る
人
は

た
く
さ
ん
い
る
。

一
般
に
農
業
と
い
チ
職
業
が
ら
、

昔

は
百
姓
な
ど
と
言
わ
れ
た

み
た

い

で
は
あ

る

が
、

そ

の
名

の
通

り
多
種

の
職
業

の
結
集

で
成

り
立

っ
て

い
る

よ
う
な
も

の
と
私
は
理
解

し

て

い
る
。

つ
ま

り
は
、

広
く
浅
く

と

い
う

こ

と

に
他
な

ら
な

い
と
思

い
ま
す
。

よ
う
す

る

に
ト
ー
タ

ル
バ
ラ

ン
ス

な

の
か
も

し
れ
ま

せ
ん
。

今

日
で
は
、

ま
す
ま
す

い
ろ

い
ろ

な
情
報

で
あ

る
と
か
、

技
術

で
あ

る

と
か

で
、

な

か
な

か
専
門
的
な

こ
と

を
深
く
追
求
し

て
行
く
余
裕
も
な

い

く

ら

い
で
す

し
、

日
進
月
歩

の
技
術

の
変
革

に
た
だ
あ

ぜ
ん

一
”
穐

ば
か

り
で
、

そ
の
あ
ま
り
に
広
い
分
野
を

か
か
え
て
、
ど
う
し
て
も
広
く
浅
く

に
な
り
が
ち
な
の
は
私
だ
け
な
の
で

し
ょ
う
か
。

効
率
と
か
、

能
率
と
か

が
頭
を
悩
ま
せ
ま
す
。

又
、

そ
う
い
う
こ
と
に
対
す
る
追

求
が
進
歩
を
も
た
ら
す
事
に
な
る
の

で
す
か
ら
仕
方
の
な
い
こ
と
で
す
け

れ
ど
も
。

し
か
し
、　

エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
は
な

れ
ず
と
も
、

せ
め
て
プ
ロ
フ
ェ
シ
ョ

ナ
ル
く
ら
い
に
は
な
り
た
い
も
の
で

あ
る
。

そ
れ
に
は
各
分
野
の
い
ろ
い
ろ
な

エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
方
々
の
意
見
を
聞

い
た
り
、

教
え
を
受
け
た
り
す
る
事

や
専
門
の
方
々
を
招
い
た
り
す
る
こ

と
が
、

こ
れ
か
ら
先
の
た
め
に
必
ら

ず
役
立
ち
、

み
ず
か
ら
の
夢
へ
一
歩

で
も
近
づ
け
て
く
れ
る
も
の
と
思
い

ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
国
際
的
視
野
で
、

経

営
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
す
ま
す
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が
必
要

な
時
代
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

＊
次
の
あ
な
た
は
、

滝
田
さ
ん
が
選

ん
だ
束
茶
志
≡
の
本
村
定
さ
ん
で

す
。

人□のうごき

平成4年 9月 1日現在
( )内は前月比

世 帯 数 2,216世帯(△3)

人   □  6,889人 ( 8)

男  3,351人 ( 2)

女   3,538人 ( 6)

人
員
死
物

町内の交通事故

9周
( )内は累gt

身 事 故  1件 (ア件)
傷  者  1人 (10人)
亡  者  0人 (3人 )

損 事 故  44件 (148件)

死亡交通事故ゼロの日

84日。月20日現在)

硯
§
０
自

▼
あ
き
あ
じ
ま
つ
り
の
人
出
は

三
十
八
□
と
□
数
を
重
ね
て
い

る
が
今
年
が
最
高
の
約

一
万
人

で
賑
わ
っ
た
。

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
サ
ー
モ
ン
ダ
ー
ビ
ー
イ
ン
標

津
は
五
回
目
に
し
て
過
去
最
高

の
銅
一霜
四
五
六
尾
で
こ
れ
ま
で

の
汚
名
を
ば
ん
□
。

標
津
サ
ー

モ
ン
科
学
館
は
カ
ナ
ダ
国
キ
ャ

ピ
ラ
ノ
ふ
化
場
と
姉
妹
館
提
携
。

う
見
ま
す
か
？
▼
特
養
施
設
は

ま
な
す
苑
が
来
年
四
用
に
オ
ー

プ
ン
。

高
齢
化
社
会
に
向
け
て

の
第

一
弾

〃健
康
と
福
祉
の
村

構
想
〃
が
始
動
し
ま
す
。

人
間

い
つ
か
は
皆
高
齢
に
な
っ
て
い

き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
幸
せ
で

あ
る
こ
と
は
曽
ん
な
の
願
い
。

生
き
か
た
ジ
ツ
ク
リ
著
え
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼
食
欲

・
ス
ポ
ー

ツ
の
秋
、

適
度
が
大
切
で
す
よ

め
じ
さ
ん
た
ち
へ
。

（よ
し
ゆ
き
》
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